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８月31日（日） 9：30〜17：00

 ◆ 開催の挨拶　
 ◆ 講義Ⅰ 「重症度、医療・看護必要度の考え方～要員管理を中心に」
 ◆ 講義Ⅱ 「医療制度における重症度、医療・看護必要度と評価」 チェックテスト実施
 ◆ 講義Ⅲ 「重症度、医療・看護必要度の評価方法と項目の解説」
 ◆ 演習Ⅰ 「重症度、医療・看護必要度評価方法のビデオ演習」解答用紙回収、解説
 ◆ 講義Ⅳ 「記録と監査」
 ◆ 演習Ⅱ 「重症度、医療・看護必要度と看護記録」ビデオ視聴、評価、記録、監査、フィードバックまで

主催　　　　　　　　 日本臨床看護マネジメント学会

平成 26 年度診療報酬改定では、急性期病床における患者像ごとの評価の適正化を図るため、従来の看護必
要度が「重症度、医療・看護必要度」に名称の変更が行われるとともに、A項目の創傷処置、呼吸ケア、専
門的な治療・処置等の評価項目が見直されるなど、大幅な評価基準の改定が行われました。従って、これま
で看護必要度評価者院内指導者研修を修了している方でも、改めて最新の知識を学び直した上で正しく評価
ができるようにしなければなりません。本講座は 26 年度診療報酬改定に基づいた重症度、医療・看護必要
度評価の解釈と実用に向け、衛星同時中継による記録の演習を含めた研修と、受講しやすいインターネット
による eラーニングでの学習を併用して正しく学び、修了証が発行される、一歩進んだ「重症度、医療・看
護必要度評価者 院内指導者研修」です。現場において患者の重症度、医療・看護必要度評価が適切に行われ
看護の質確保に生かされることを目標に、対応する全ての施設の方へご案内いたします。

修了証

送付

Step1

必須課題

事前に Eラーニング
で学習・演習・試験、
ビデオ視聴による記
録の演習を行う。ど
こからでもくり返し
学習可能。

Step2

重症度、医療・看護
必要度評価者 
院内指導者研修

当研修を受講。研修
中に所定の試験を受
けて合格点で修了証
授与（後日送付）。

Step3

補講

補講としてe ラー
ニングを受験。合
格点を取れば修了
証授与（合格点に
達するまで何回で
も受験可能）。

※

合
格
点
に
満
た
な
か
っ
た
場
合

http://s-que.net

全国同時中継

必ず習熟度
の上がる eラーニングつ

き

’14重症度、医療・看護必要度評価者 院内指導者研修

中央会場（看護協会会員12,000円 非会員13,000円：eラーニング受講/資料つき） 
衛星会場（看護協会会員  8,000円 非会員  9,000円：eラーニング受講/資料つき）

東京都看護協会会長　　　　　　　　嶋森 好子 氏
山梨県立大学看護学部教授　　　　　田中 彰子 氏
兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井 孝子 氏

講　師

プログラム

研修修了証授与までの流れ

申込みの流れと必須課題

 ◆ Web サイト上で申込み後、5業務日以内に事務局から参加証が
　FAX で送信されます（6月 23 日以降）。
 ◆ 参加証に記載してある URL にアクセスして「重症度、医療・看護必要度
　eラーニング」と「評価票・看護記録作成」の 2つの必須課題を事前に行うこと
　が修了証の発行条件です。作成した評価票・看護記録は必ず持参してください。
※参加証に各受講者の ID・パスワード、参加費振込先情報が記載されております。

会場情報、お申込みは
6 月 23 日よりサイトにて


